




乳幼児健康診査は,包括的健康管理の立場から実施されるようになってきた。乳幼児健康診

査は,地域社会のニードと民度および小児保健の進展により決定されると考えられる。近年

の小児保健の発展は,発達小児科学的見地より健康児および病児の可能性を充分に発達さ

せるといった方向へと進展することが予想される。 


